
平成２６年度モニタリング計画（案） 資料６－３

調査の課題 調査の対象と時期 主体となる会議 H26調査実施機関（見込） 調査手法 調査内容 H25実施 H26継続 備考
環境省・斜里町
・知床財団・登録引率者

ヒグマ記録 ヒグマ出没状況、遭遇事例把握 ○ ○

環境省・北海道大学 歩道調査 歩道の浸食状況、踏みつけ状況 ○ ○
Ｈ24・25は定点撮影による歩
道浸食状況の調査

・海域
　春～秋

ウトロ海域部会
環境省・観光船事業者 観察 海鳥の生息状況 ○ ○

観光船事業者によるケイマフ
リ観察をH23から実施

・羅臼湖
　夏季

羅臼湖維持管理部会
環境省 植生・歩道調査 再整備に合わせたモニタリング ○ ○

今後とも再整備後の変化をモ
ニタリング

・全体
　全期間

エコツー検討会議
環境省 観光統計他 各種統計データのまとめ ○ ○

協議会（斜里バス） 実数カウント バス乗車数 ○ ○

協議会・北海道大学
車両台数からの推定・
実測

滝利用者数 ○
△

一部実施

H23～25は道建設管理部に
よる車両カウント等により推
計。H25海の日連休にカウン
ト，H27も同様に予定（北大）

環境省
インターバルカメラ
監視員報告

渋滞時間・利用状況 ○ ○
H25～は監視員報告により推
計

環境省
歩行者カウンター
交通量

地上歩道・高架木道利用者数
駐車台数、渋滞時間

○ ○

認定機関
フィールドハウス記録
等

ツアー実施数、参加者数 ○ ○

・羅臼湖
　夏季

羅臼湖維持管理部会
環境省　他

歩行者カウンター
事業者聞き取り

木道利用者数
携帯トイレ利用頻度等

○
△

一部実施
携帯トイレ関係の調査は実施
しない

・羅臼岳

　春～秋

羅臼岳維持管理部会

環境省、森林管理局　他
歩行者カウンター
入林簿
道道の事前申請

歩行者数、ツアールート ○ ○

・海域 エコツー検討会議
ウトロ海域部会

環境省
観光船事業者

事業者聞き取り
乗入船舶数カウント

観光船数、シーカヤック数、利用者数 ○ ○
Ｈ24から夏期のウトロ港（知
床岬）の船舶利用も記録

・他拠点
　春～秋

エコツー検討会議
環境省 歩行者カウンター 知床岳、海岸トレッキング利用者数 ○ ○

・全体
　春～秋

エコツー検討会議

北海道大学　他 意識調査
知床ヒグマえさやり禁止
キャンペーンの効果検証
観光客のヒグマに対する認識把握

× ○
知床五湖、フレペの滝など
の拠点で実施

・カムイワッカ カムイワッカ部会

環境省・北海道大学 意識調査
マイカー規制への意向
満足度・混雑感

× ○

H25年度のWeb調査と同様の
モンタージュ写真の現地評
価，H27に旋回場の運用が変
更された際に実施予定

・五湖
　ヒグマ活動期
　植生保護期

知床五湖協議会
環境省
・認定機関・北海道大学

意識調査
利用調整認知度、賛否、ツアー評価
ヒグマ・植生保護への意識、満足度・
混雑感

△
一部実施

△
一部実施

平成26年度は制度改定の検
証としての調査を実施予定

・羅臼岳
　春～秋

羅臼岳維持管理部会

環境省・北海道大学 意識調査 携帯トイレ認知度、利用度、賛否 × ○
Ｈ25のトイレブース設置の効
果検証としてH21～H23まで
の結果と比較

・海域
　春～秋

ウトロ海域部会
知床ウトロ海域環境保全協議会 意識調査

海鳥観察の要望、ルールの賛否
満足度

○
△

一部実施
※エコツー検討会議…適正利用・エコツーリズム検討会議
※知床五湖協議会…知床五湖の利用のあり方協議会
※ウトロ海域部会…ウトロ海域における海鳥の保護と持続可能な海域利用検討会議
※羅臼岳維持管理部会…羅臼岳登山道維持管理部会
※羅臼湖維持管理部会…羅臼湖歩道維持管理部会

・カムイワッカ

　マイカー規制期間
　春～秋
　自由利用期間

カムイワッカ部会

利用による自然生態系への影響

個別の利用規制

・五湖

　ヒグマ活動期
　植生保護期

知床五湖協議会

・五湖
　五湖開放期間

知床五湖協議会

遺産地域内外の利用動態


